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1111．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに        

 近年，既設鋼床版のデッキプレートとＵリブ溶接部等に生じる疲労亀裂に対する補強工法として，デッキプレー

ト上面に土木用高耐久型エポキシ系接着剤を塗布し，鋼繊維補強コンクリート（以下ＳＦＲＣと略す）を敷設する

工法が適用されている．本工法は既設のアスファルト舗装の一部をＳＦＲＣに置き換えるとともに，高耐久型エポ

キシ系接着剤によるデッキプレートとＳＦＲＣとの接着

接合によって鋼床版の剛性増大を図るものである．本報

は，その硬化特性から標準的には 5℃までとされているエ

ポキシ系接着剤の低温での付着強度を満足する養生方法

と養生時間について，試験施工による効果の確認と，本

施工への適用について報告するものである． 

    

2222．．．．試験施工試験施工試験施工試験施工のののの概要概要概要概要        

（1）目的 

 鋼床版上ＳＦＲＣ舗装(厚さ 50㎜)の寒中での施工にお

ける必要な養生時間を確認した．ここではエポキシ系接

着剤が所定の付着強度 1.0N/㎜ 2に達するためには積算

温度で 110℃-hr以上という報告 1）を参考として表-1に

示す 6水準(保温養生 2水準と給熱養生 4水準)の養生効

果について，図-1 に示す試験ヤードを用いて付着強度

1.0N/㎜ 2に達する時間で評価した． 

（2）使用材料 

使用材料の仕様について表-2～3 に示す． 
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      表-1 各工区の養生方法 

工区 養生方法 

1 
三重シート※１による 240 分養生※２ 

（標準工区：従来の保温養生） 

2 
三重シートにて 150 分養生後，シート撤去し

て 60 分 

3 
コンクリート給熱養生シートＡ※３＋三重シー

トにて 150 分養生後，すべて撤去して 60 分 

4 
市販品のホットカーペット＋三重シートにて

150 分養生後，すべて撤去して 60 分 

5 
コンクリート給熱養生シートＢ※３＋三重シー

トにて 150 分養生後，すべて撤去して 60 分 

6 

コンクリート給熱養生シートＡと農業用ジェ

ットファン併用＋三重シートにて 150 分養生

後，すべて撤去して 60 分 
※1.三重シートは防炎シートの下面にエアキャップシ

ートとポリフィルムシートを貼り付けた． 
※2.養生時間はＳＦＲＣ打込み終了からの時間とし，養

生を開始する前の必要な作業（左官仕上げ，箒目等）

として 30 分を見込んでから各養生を開始した． 
※3.コンクリート給熱養生シートＡとＢの違い：熱源と

してＡはフィルムヒーター，Ｂはヒーター線を使用． 

表-3 超速硬ＳＦＲＣの示方配合 

単位量(kg/m3) W/C 
(%) 

s/a 
(%) Ｗ Ｃ Ｓ Ｇ SF 

39.5 51.2 170 430 851 858 100 

※減水剤：単位ｾﾒﾝﾄ量×2.0％ 

図-1 試験施工ヤード平面図 

表-2 超速硬ＳＦＲＣの仕様 

ｽﾗﾝﾌﾟの

範囲(㎝) 

材齢3時間にお

ける圧縮強度 

粗骨材最大

寸法(㎜) 

ﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞﾀｲﾑ 

（可使時間） 

6.5±1.5 24N/㎜2 15 60分 
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3333．．．．試験施工結果試験施工結果試験施工結果試験施工結果        

（1）各工区の温度計測結果 

 各工区のコンクリート内部(ｔ=25 ㎜)温度計測結果を図-2

に示す．保温養生とした 1工区と 2工区は同様な傾向であり，

270 分で目標とする付着強度 1.0N/㎜ 2を満足した．給熱養生

シートＡを用いた 3 工区は初期の温度上昇勾配が保温養生よ

りも大きい．4工区では給熱養生タイプの中では温度上昇勾配

は緩やかであった．5工区は温度上昇の初期値こそ低いが，温

度上昇量は 3工区と同様であった．6工区は給熱タイプの中で

はもっとも温度上昇勾配が大きい．しかしコンクリート表面

の温度計測では 60℃弱まで加熱されており，コンクリート表

面と内部との温度差が大きくなった．なお，いずれの養生方

法においても SFRC にひび割れは生じなかった． 

（2）付着強度試験結果 

積算強度と付着強度の関係を図-3 に示す．なお付着強度は

建研式引張試験機を用いて測定を行なった．いずれの工区も，

積算温度と付着強度は比例しており、本検討の範囲では積算

時間 113℃-hr にて付着強度が 1.0Ｎ/㎜ 2を満足する結果であ

り，既往の研究結果 1）とほぼ同じ結果であった． 

（3）付着強度 1.0N/㎜ 2を満足する養生期間 

 付着試験の結果から外気温5℃程度で付着強度1.0N/㎜ 2を満

足する時間は表-5 のとおりであった．給熱養生シートを用いる

ことで，20～30 分程度の養生時間の短縮が図られる結果となっ

た． 

4444．．．．本施工本施工本施工本施工におけるにおけるにおけるにおける確認確認確認確認 

 本施工(2009 年 2 月，都内)における温度測定結果を図-4 に

示す．施工起点側の保温養生(三重ｼｰﾄ×2 枚)の箇所はＳＦＲＣ

打込み後 2.5 時間でＳＦＲＣ内部は 24℃，シート撤去後 1時間

で 8℃温度降下した．一方，給熱養生シートＡを用いた終点部

はＳＦＲＣ打込み後 2.5 時間でＳＦＲＣ内部温度は 31 度，シ

ート撤去後 1 時間で 6℃の降下となった．積算温度 110℃に達

する時間は保温シート(三重シート×2 枚)が 4 時間、給熱養生

シートＡを用いた箇所は 3 時間 40 分となり，試験施工結果と

同様な結果であった．    

 

5555．．．．まとめまとめまとめまとめ 

 寒中施工におけるエポキシ系接着材を用いたＳＦＲＣ舗装

の養生方法と必要とする養生時間を試験施工にて確認した．ま

た，本施工においても給熱シートの効果が確認できた．今後は

更なるデータの蓄積によりＳＦＲＣの品質を確保した養生時間の短縮について検討を重ねたい． 

【参考文献】 

1) 児玉ほか：鋼床版上 SFRC 舗装の寒冷地への適用に関する一検討、第 10 回北陸道路会議、平成 18 年 6月 

表-5 付着強度 1.0N／㎜ 2を満足する養生時間 

工区 
付着強度 1.0N/mm2を 

満足する時間 

１（保温 4時間） 4 時間 30 分 

２（保温 2.5 時間） 4 時間 20 分 

３３３３（（（（給熱養生給熱養生給熱養生給熱養生シートシートシートシートＡ）Ａ）Ａ）Ａ）    3333 時間時間時間時間 50505050 分分分分    

４（ホットカーペット） 4 時間 20 分 

５５５５（（（（給熱養生給熱養生給熱養生給熱養生シートシートシートシートＢ）Ｂ）Ｂ）Ｂ）    4444 時間時間時間時間 00000000 分分分分    

６（農業用ｼﾞｪｯﾄﾌｧﾝ 

＋給熱養生シートＡ） 
3 時間 50 分 
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 図-3 積算温度と付着強度の関係 
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図-4 本施工における温度測定結果 
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